
設置目的
在宅の虚弱老人等に対し、通所の方法により各種のサービスを提供し、その福祉の向上を図るため、在宅老人の援護施設を
設置する。

指定管理業務の内容

　※　指定管理の業務内容を明確に記入してください。

平成27年度　指 定 管 理 者 評 価 シ ー ト

健康福祉部 長寿･保険室　長寿･介護保険課

平成２７年４月１日 ～ 平成２８年３月３１日

名　　 称 川西市久代デイサービスセンター

指定期間 平成２４年４月１日　～　平成２９年３月３１日

所　　管　　課

評価対象期間

 
（１）老人福祉法第５条の２第３項に規定する老人デイサービス事業であって、通所の方法による入浴、排せつ、食事等の介護、
　　 機能訓練、介護方法の指導等に関すること。

（２）デイサービスセンターの利用に関すること。

（３）施設の利用料の徴収及び減免に関すること。

（４）デイサービスセンターの施設及び付属設備の維持管理に関すること。

（５）そのほか、市長が必要と認める業務に関すること。

利　　用　　料　　金　　制 非利用料金制　　　・　　一部利用料金制　　　・　　　完全利用料金制

指定管理者
名　　 称 社会福祉法人　川西市社会福祉協議会

所 在 地 兵庫県川西市火打１丁目１番７号

施設概要

平成27年度　指定管理者評価シート＜１＞　指定概要　　（指定管理者によりご記入をお願いします。）

所 在 地 兵庫県川西市久代３丁目１６番３０号



平成２７年度　指定管理者評価シート＜２＞　評価結果 【評価区分】

A

B

C

D

評価レベル 評価レベル

A A

A B

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

評価項目及びポイント

＜　課 　題　＞

１　施設の設置目的の達成に関する取
組み  【有効性】

② 施設の利用者や実施された事業へ
の参加者数の増加、サービス利用者の
利用回数の促進など創意工夫が図られ
たか。

（1-1） 施設の設置目的である事業運営
の達成

①法令や利用のルール、事業計画に
則って施設の事業運営が適切に行われ
たか。また、施設を最大限に有効活用
するとともに、施設の設置目的に沿った
成果が得られたか。

②利用に係る登録方法や手続につい
て、利用者に対し十分に周知を行い、適
正な方法で行われたか。

③施設の設置目的に応じた効果的な営
業や広報活動を行い、その結果、効果
があったか。

＜　課　 題　＞

＜改善内容＞

(1-2) 施設の利用状況及び事業への参
加状況

① 施設の目的に則って、有効に活用
（利用）されていたか。

① 利用者の満足度を把握するため、定
期的にアンケート調査などを実施した
か。

　本年度において、介護サービスに係る苦情は
ありませんでした。引き続き、苦情のない対応を
心がけます。

　利用者の中から編み物や手芸の要望が見られ
たことから、年度途中から編み物によるカバン等
の作品作りを新たに実施しました。

意見なし

施設名
川西市久代デイサービスセ

ンター
管理者 所管課 健康福祉部 長寿･保険室　長寿･介護保険課社会福祉法人　川西市社会福祉協議会

＜改善内容＞

（1-3） 利用者の満足度

②利用者アンケート調査の結果から、
施設利用者ニーズや満足度を把握し、
事業の改善等が得られたか。

③利用者からの苦情に対して十分な対
応がなされたか。

④アンケート調査以外に、さまざまな手
法で利用者の意見を把握し、それらを
反映させる取組みがなされたか。

⑤サービスの質を向上させるため具体
的な取り組みを行ったか。また、取り組
みの結果、どのような効果が得られた
か。

＜　課 　題　＞

＜改善内容＞

（1-3） 利用者の満足度

区  分

意見なし

意見なし

意見なし

意見なし

意見なし

意見なし

意見なし

意見なし

指定管理者自己評価結果
【指定管理者記入欄】

B

A

A

優　　　良

良　　　好

課　題　含

要　改　善

指定管理者二次評価
【外部評価者記入欄】

１　施設の設置目的の達成に関する
取組み 【有効性】

（1-1） 施設の設置目的である事業
運営の達成

なぜその評価に至ったか（説明）

意見なし

意見なし

　介護保険制度のルールを守り、通所介護計画
に基づき、各人に応じたサービスの提供に努め
ました。また公的事業者として、独居で介護度５
等の他施設で受入れ困難な利用者や短時間利
用者、いわゆる「ベッド to ベッド」等の対応を積
極的に行っています。

　契約時に重要事項説明書の読み合わせを行
い、利用に際して疑問点等が無いように説明を
行っています。居宅介護支援事業所に対しても、
極力同席いただき、同席のもと説明を実施して
います。

　利用者のみならず、居宅介護支援事業所に対
しても毎月、広報誌を配布し施設のサービス内
容の周知や曜日別の利用状況一覧表を配布し、
新規利用者の紹介をお願いする活動を実施して
います。

意見なし

意見なし

指定管理者一次評価
【市所管記入欄】

　他の民間施設では受け入れ困難な利用者等を
積極的に受け入れており、目的に沿った運営が
行われています。

　可能な範囲で居宅介護支援所も同席のもと、
重要事項の説明を行うなど、適切な手続きが行
われるよう努めています。

　新規利用者の確保に向けて、利用者や居宅介
護支援事業所に広報活動を行っており、評価で
きます。しかし、利用者数は5723人から4772人
に減少しており、利用者増加にはなかなかつな
がらない状況です。

　利用者のニーズに合わせて提供サービス種類を増やすと
いった対応ができないため、利用者の確保に苦心されていま
す。

意見なし

A

A

C

(1-2) 施設の利用状況及び事業へ
の参加状況

　引き続き、新規利用者獲得のため居宅介護支援事業所へ
の広報活動等を行ってください。

　運営方針の再検討が必要という課題
を事業報告にて提示しており、利用者
減少に対して、プラスアルファのサービ
スが必要と考えておられますので、今
後検討して下さい。

意見なし

なぜその評価に至ったか（説明）

　通所介護単独施設で、法人内にショートステイや居宅介護
支援事業所等も有さないため、新規利用者の契約に結びつ
ける事が困難な状況です。

　営業面において、古くからある居宅介護支援事業所には、
一定の知名度がありますが、比較的新しい居宅介護支援事
業所への認知度が必ずしも高くない状況が見られます。今後
は、認知度の向上のための広報活動を行います。

　引き続き利用者の増加を目指してください。

　新規利用者獲得のため様々な活動をしていますが、利用者
増加にはなかなかつながらない状況です。引き続き、利用者
増加のための取り組みをしてください。

　居宅介護支援事業所からは、困難な利用者で
あっても対応可能してもらえるのは助かる等の
声も聞かれ、公的施設としての一定の評価をい
ただけています。

　諸行事を行う際に、利用日以外の利用者を追
加利用の形で案内し、利用いただけるよう対応
し、減少率を軽減する対応等を実施しています。

　他施設では受け入れ困難な利用者を受け入れ
るなど、セーフティネットとしての役割も果たして
おり、設置目的に沿って有効に活用されていると
言えます。

　新規利用者の確保のための広報に加え、行事
の際は利用日以外の利用者にも案内をするな
ど、積極的に利用回数増加に取り組んでいま
す。

　特になし

　特になし

　例年第4四半期にアンケートを配布し、次年度
のサービス向上や事業内容に反映できるよう努
めています。

　利用者のみならず家族からも、花見などの要
望が多く寄せられていたため、春の桜見物以外
に秋にコスモス園への行事を新たに実施しまし
た。

　年度末の時期にアンケートを実施し、次年度の
運営に活かそうとしています。

　利用者から要望の多かった事項について、新
たに行事を実施されるなど、利用者が満足でき
るように努めておられます。

　引き続き、適正な運営に努めてください。また、
苦情があった際には迅速、適正な処理を行うよ
うにしてください。

　日々の運営の中で、利用者の要望を汲み取
り、手芸などのレクリエーションを新たに実施さ
れました。
　また、意見箱も設置されています。

　利用者からの要望に即座に応えたことによっ
て、要望を伝えやすい環境が整っているという印
象を利用者に持ってもらえています。

　④の対応のように、短期間で実施した事から、
利用者からの何かをしたいがという要望が比較
的多く上がるようになり、事業内容の向上に役
立っています。

2



A

B

C

D

評価レベル 評価レベル評価項目及びポイント

施設名
川西市久代デイサービスセ

ンター
管理者 所管課 健康福祉部 長寿･保険室　長寿･介護保険課社会福祉法人　川西市社会福祉協議会

区  分
指定管理者自己評価結果

【指定管理者記入欄】

優　　　良

良　　　好

課　題　含

要　改　善

指定管理者二次評価
【外部評価者記入欄】

なぜその評価に至ったか（説明）

指定管理者一次評価
【市所管記入欄】

なぜその評価に至ったか（説明）

A A

A A

A A

A A

A A

A A

B C

A A

B B

A A

A A

＜　課 　題　＞

＜改善内容＞

(2-3) 収支のバランスなど

②収入の増加など取り組みの効果は得
られたか。

＜改善内容＞

　収支に関しては適切に処理されています。
　過誤や支払トラブル等もなく、収支は適正に管
理されています。

意見なし

意見なし

　事業費等の経費の削減も必要ですが、契約者数の増加が
喫緊の課題です。

　困難事例を受入れる事のみならず、専門性の高さをアピー
ルして、より利用者の立場に立ったサービスを提供している事
を積極的に周知する活動を強化します。

　経費削減にはサービス提供の質の確保との兼ね合いもあ
り、限度がありますので、利用者の増加に努めてください。

　新規利用者獲得のため、居宅介護支援事業所への広報活
動等を行ってください。

　法の改正による単価引下げが実施されまし
た。以前からの資格取得のお願いが功を奏し、
有資格者が8割となり、かつ定着率も高率で推移
していることから、新たにサービス提供体制加算
の上位や中重度者ケア体制加算を算定していま
す。

(2-1) 経費の節減

① 施設の管理運営に関し、経費を効率
的に節減するための十分な取組みが行
われ、その効果が得られたか。

② 管理運営業務の遂行にあたり、業者
発注や業務委託により行われる場合、
適切な水準で行われ、経費が最小限と
なるような競争が行われたか。

意見なし

　水道光熱費やガソリン代等の経費に関しては、
各職員に意識付けを周知徹底。金額ベースで前
年度より削減が図られています。

　各種修繕等においては可能な限り経費を節減
できるように、相見積もりを実施しています。
　また備品購入においても、販売価格等を確認
し可能な限り安価に調達するよう対応していま
す。

(2-2) 収入の増加

① 収入を増加させるための具体的な方
法の検討や取り組みを行ったか。

　照明機器のLED化等も行い光熱水費等の効率化を図りまし
たが、利用者に負担を掛けることができないため、これ以上
の削減は難しい状況となりつつあります。

①収支のバランスは、適切であったか。

②費用対効果を考えながら、経費の効
果的で効率的な執行が行われたか。

③収支の内容に不適切な点はなかった
か。

＜　課 　題　＞

＜　課 　題　＞

＜改善内容＞

２　効率性の向上に関する取組み
         　【効率性】

(2-1) 経費の節減

意見なし

意見なし

２　効率性の向上に関する取組み
    　【効率性】

意見なし

　　効率の悪い設備がないか再度確認して下さい。また、修繕
についても、より安価で契約できるよう、引き続き努めてくださ
い。

　利用者の減少に伴い、介護保険収入が前年度
比較で８００万円弱の減収となりました。増収へ
の取り組みを継続して実施していますが、改善ま
でに至っていません。一方支出においては、経
費の節減に努め、事業費で１５０万円の削減を
行いました。

　利用者のキャンセルが多いなど、事前に職員
が加配となる場合は勤務調整を行う等、最大の
経費である人件費の削減に取り組んでいます。

　単価引下げの影響もある状況で、減収を最小
限に留め、支出を前年度より減少させることで収
支バランスを保つよう努めています。

　人件費を最小限に抑えるべく、加配になる場合
は勤務調整を行うなど、費用対効果を意識して
運営しています。

　利用者に負担を掛けない経費削減を進めることが課題で
す。

　契約者数の減少が引き続き見られる事から、収入は減少と
なりました。１日当たり３名の増加させるための対応が必要と
なります。

　単価引き下げの中、利用者増加によって減収をカバーする
必要がありますが、契約者も減少しています。引き続き、居宅
介護支援事業所への広報を行う等、新規利用者の確保に向
けた対応が必要です。

　隣接の老人福祉センターに利用者が制作した作品を展示や
配布し、施設の知名度向上を図る取り組みなど、今までに無
い新たな取り組みを更に進めていきます。

　居宅介護支援事業所への広報に加え、老人福祉センターと
も協力して施設全体の知名度を向上させてください。

　上記の対応により、介護予防の大幅な単価減
少がありましたが、介護については、一人当たり
の単価の減少は最小限に留めることができまし
た。しかしながら、入院・入所により全体の契約
者数は減少傾向です。

意見なし

意見なし

(2-2) 収入の増加

(2-3) 収支のバランスなど

意見なし

　職員全員に経費節減の周知を行い、金額が前
年より減少しています。

　経費節減のため、販売価格の確認や相見積も
りを実施しており、評価できます。

　単価引下げの影響の他に、全体の契約者数が
減少しており、減収につながっています。

　単価引下げによる減収が免れない状況で、減
収を最小限に留めるべく新たな加算を算定する
など、収入増加に努めています。

意見なし

意見なし

意見なし

意見なし

3



A

B

C

D

評価レベル 評価レベル評価項目及びポイント

施設名
川西市久代デイサービスセ

ンター
管理者 所管課 健康福祉部 長寿･保険室　長寿･介護保険課社会福祉法人　川西市社会福祉協議会

区  分
指定管理者自己評価結果

【指定管理者記入欄】

優　　　良

良　　　好

課　題　含

要　改　善

指定管理者二次評価
【外部評価者記入欄】

なぜその評価に至ったか（説明）

指定管理者一次評価
【市所管記入欄】

なぜその評価に至ったか（説明）

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

＜　課 　題　＞

＜改善内容＞

④防犯、防災対策などの危機管理体制
が適切であるか。

⑦利用者が限定される施設では、利用
者の選定を公平でかつ適切に実施した
か。

①法令に沿った適正な事業の実施を行
うだけでなく、チェック体制などの整備や
機能をさせているか。

②施設利用者の個人情報保護などの
取扱いが適切に行われているか。

③日常の事故防止などの安全対策が
適切に実施されているか。

②法令や市等の指導に基づき、業務に
必要な研修・教育が適切に行われた
か。

③経費の節減やサービス提供の質な
ど、管理運営が適切に行われていた
か。

⑤事故発生時や非常災害時の対応に
ついてマニュアルを作成するなど適切な
対応ができるように整備しているか。

⑥利用者を限定しない施設では、利用
者が平等に利用できるよう配慮したか。

④施設の良好な管理運営を進めるた
め、新たな取り組みについて、指定管理
者自ら提案・検討を進め、実施された
か。

　利用者数に応じた出勤調整や照明機器のLED
化等で電気代等の経費において、最小限の支出
で最大限の成果を得られるよう、運営に努めまし
た。

意見なし

意見なし

意見なし

意見なし

　法令に従ったチェックも行われ、適切な人員配
置に努めています。

　サービス向上と減収対策として、中重度者ケア
体制加算を新たに算定しました。また、児童セン
ターと共催でコンサート等の世代間交流も新た
に実施しました。

　併設施設と連携し、世代間交流を行うなど新た
な取り組みを実施されています。また、新たな加
算を算定するなど、より良い運営に努めていま
す。

３　公の施設に相応しい適正な管理
運営に関する取組み【適正性】

(3-1)  管理運営の実施状況

　新たに、担当者会議や通所介護計画書の実施
及び策定状況等について、施設長及び事務局で
請求毎に整合性のチェックを実施する体制を取
り入れました。

　費用対効果を意識し、サービスの質を低下させ
ない範囲で経費の節減を行っています。

＜　課 　題　＞

＜改善内容＞

(3-2) 法令順守、個人情報の保護、安
全対策、危機管理体制、平等利用など

意見なし

意見なし

　法令上問題になる場合を除き、全て受入れる
方針で対応しています。

意見なし

　特になし

　特になし

　法令に則って、適切に受け入れを行っていま
す。

意見なし

　個人情報を鍵付き保管庫に保管するなど、取
扱いに注意しています。
　また、情報の利用に関しては利用者に同意を
得て行っています。

　個人情報使用同意書を契約時に締結していま
す。個人ファイル等は鍵付き保管庫、パソコン
ファイルにあっては、本部サーバのみに保存す
る事を徹底しています。

　朝夕の職員会議で、個々の利用者の身体状況
の変化等について情報共有し、リスク管理を徹
底し事故の防止に努めています。

　年２回の防災訓練を実施しています。訓練の
反省を生かして、対応の見直しも適時行ってい
ます。

　施設内外での事故マニュアル及び災害マニュ
アルは作成済みです。また偶発症例について
は、発生時毎に状況が異なることから、各職員
の動き等を職員会議で確認し,次の対応に反映さ
せています。

　人員や加算対象の要件に関して、法令で定め
られたチェックリストを毎年作成し、7月に県民局
に提出しています。その際、年間を通しての人員
配置や加算要件等に問題の有無についてチェッ
クを実施しています。

３　公の施設に相応しい適正な管理運
営に関する取組み【適正性】

(3-1)  管理運営の実施状況

①法令や市等の指導に基づき、施設の
管理運営に、適切な人員配置をされて
いたか。

　特になし

　研修計画に基づき、新任研修をはじめ、流行
期前に感染症に関する知識の再確認等研修会
以外にも、勉強会を通して技術の向上に努めま
した。

　新任研修、感染症に関する研修等適宜必要な
研修を実施し、職員の能力向上に努めていま
す。

　特になし

　緊急事態用のマニュアルを作成し、職員に周
知しています。また、マニュアルにない事例にお
いても職員で共有し、適切に対応できるよう努め
ています。

　新たに内部でのチェック体制を整え、適正な事
業の実施に努めています。

　日に２回、利用者の状況について情報共有を
行い、事故防止に努めています。

　防災訓練を実施し、その反省を適宜危機管理
体制に反映するよう努めています。

意見なし

(3-2) 法令順守、個人情報の保護、安
全対策、危機管理体制、平等利用など

意見なし

意見なし

意見なし

意見なし

意見なし

　ヒヤリハット会議に類する形で事
故防止に努めておられ、評価できま
す。
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A

B

C

D

評価レベル 評価レベル評価項目及びポイント

施設名
川西市久代デイサービスセ

ンター
管理者 所管課 健康福祉部 長寿･保険室　長寿･介護保険課社会福祉法人　川西市社会福祉協議会

区  分
指定管理者自己評価結果

【指定管理者記入欄】

優　　　良

良　　　好

課　題　含

要　改　善

指定管理者二次評価
【外部評価者記入欄】

なぜその評価に至ったか（説明）

指定管理者一次評価
【市所管記入欄】

なぜその評価に至ったか（説明）

A A

【記入上の留意点】
（１）指定管理者は、自己評価記入欄に、市所管課は、一次評価記入欄に評価を記入いただきますようお願いします。
（２）水色の表観覧にはドロップダウンで評価（A、B、C、D）が選択できます。評価欄の濃淡ピンク色の部分は、水色の部分に評価を入力すると自動的に総合評価が表示されます。

　・問題があり次年度以降改善が
必要な点

　・改善方法とその時期

　・平成２７年度に改善した内容

　
　・平成２７年度に改善したことに
による効果

評価ランク

総　　合　　評　　価

　・評価できる内容

指定管理者二次評価
【外部評価者記入欄】

指定管理者一次評価
【市所管記入欄】

　最重度で寝たきり且つ独居の利用者の受入れや、法改正で
導入された、送迎時の簡単な介助作業を通所介護計画に位
置づけるなど、セーフティーネットとして一定の役割を果たし、
利用者や家族・ケアマネージャーからも感謝されています。

　他の民間施設では受け入れ困難な利用者等を積極的に受
け入れており、目的に沿った運営が行われています。
　人件費を最小限に抑えるべく、加配になる場合は勤務調整
を行うなど、費用対効果を意識して運営しています。

意見なし

特にありません。

指定管理者自己評価結果
【指定管理者記入欄】

　新規契約者の増加が最大の課題です。管理面について、法
令遵守に関して、全ての面において問題となる項目がないか
の確認作業を進める必要があります。

　収入増加を目指し、契約者を増やす必要があります。
　法令遵守は施設運営の大前提なので、早急に問題となる項
目がないか確認してください。

　利用者からの要望に対して、素早く対応できる体制を整え,
編み物や手芸などのレクリエーションを取り入れました。この
ことにより利用者との意見交換がより活性化され、サービスの
向上につながりました。

　昨年課題にしていた職員の計画的な研修について、研修計
画を策定し、研修を実施しています。
　利用者の要望に素早く応えたことで、利用者から要望を出し
やすい環境が整い、サービス向上につながっています。

　手芸などを実施することにより、長年忘れていた事を思い出
されて,手指の感覚のみならず、昔話などコミュニケーションの
幅がより広がり、生活の質の向上や認知症予防にも貢献して
います。

　手芸などのレクリエーションを新たに実施したことで、利用者
の認知症予防に役立っています。

　収入状況を鑑みれば、早急に対応する必要があり、現在も
継続中ですが、新規の居宅介護支援事業所との連携の構築
が必要です。従来からの事業所間では、連絡機会を増やし、
利用状況の案内を配布するなど、新規利用者契約者確保の
ための取り組みを増やしています。また、法令遵守に関して
は、制度の客観的な解釈に基づき、疑義が生じた場合は、県
や市に直接確認します。

　引き続き、居宅介護支援事業所への広報を行ってください。
これまで関連がなかった事業所には早急に連携する体制を
整えてください。
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